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同
窓
会
長 

熊 

谷 

貴 

弘 

 
 

六
月
八
日
（
水
）、
今
年
度
は
じ
め
て
の
同
窓
会
役
員
会
を
開
き
ま

し
た
。
忙
し
い
中
、
役
員
四
名
が
集
ま
り
、
集
ま
っ
た
全
員
が
「
今

年
こ
そ
は
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
活
発
な
意

見
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
感
染
人

数
が
急
激
に
増
え
、
岩
手
県
内
で
も
千
人
を
超
え
て
と
て
も
危
険
な

状
況
と
な
り
、
急
遽
開
催
を
中
止
と
致
し
ま
し
た
。
苦
渋
の
決
断
で

し
た
。
皆
様
の
安
全
を
考
え
る
と
感
染
す
る
可
能
性
は
で
き
る
だ
け

避
け
た
か
っ
た
た
め
、
本
当
に
悔
し
く
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

け
れ
ど
、
私
を
は
じ
め
同
窓
会
役
員
は
諦
め
ま
せ
ん
。
来
年
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
開
催
の
際
に
は
皆
様
に
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

大
切
に
す
る
つ
な
が
り 

  

楽
し
み
に
し
て
い
た
同
窓
会
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ

り
会
員
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
役
員
の
皆
様
が
集
ま
り
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
の
総

会
開
催
に
向
け
て
、
ど
う
し
た
ら
有
意
義
で
楽
し
い
総
会
に
な

る
か
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
三
年
間
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
生
活
様
式
が
変
わ
っ
た

以
外
に
、
同
窓
生
の
働
く
職
場
で
は
他
国
で
作
っ
て
い
る
部
品

が
手
に
入
ら
な
く
な
っ
て
、
製
品
が
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
同
窓
会
員
の
皆
様
は
、
地
域
や
職
場

に
お
い
て
、
多
く
の
社
会
の
変
化
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
今
の
状
況
に
応
じ
た
方
法
を
工

夫
し
て
同
窓
会
活
動
を
続
け
、
同
窓
会
を
大
切
に
思
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
い
つ
か
再
び
同
窓
生

み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
が
で
き
た
時
に
は
、
み
ん
な
で
楽
し
い

会
に
し
ま
し
ょ
う
。 
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長 
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同
窓
会
長
あ
い
さ
つ 

 

校
長
あ
い
さ
つ 

 



                             

  

令和 4年度 同窓会役員会並びに総会開催！！ 

～ 令和 4 年度 

 役員･事務局紹介 ～ 

 

同窓会長 熊谷
くまがい

 貴弘
たかひろ

 （H26 年卒業生） 

副 会 長 芳賀
は が

  将一
しょういち

 (H27 年卒業生） 

  〃   佐藤
さ と う

  一樹
か ず き

 （H30 年卒業生） 

会計監査 菊池
き く ち

  泰
たい

輝
き

 （H28 年卒業生） 

  〃   朝倉
あさくら

   眸
ひとみ

  (H23 年卒業生） 

顧  問    佐々木
さ さ き

珠
たま

恵
え

  (前 PTA 会長） 

 〃      西城
さいじょう

  舞
まい

  （現 PTA 会長） 

 〃     谷
たに

  浩
ひろ

明
あき

 （学校長） 

事務局   藤原
ふじわら

  有紀
ゆ き

 （幼小中副校長） 

      澁谷
し ぶ や

まり子
  こ

 （総務部部長） 

      松田
ま つ だ

 左
さ

絵
え

 （総務部） 

      菅原
すがわら

  岳人
た け と

 （総務部） 

      鈴木
す ず き

謙太郎
けんたろう

 （総務部） 

      千葉
ち ば

 廣
ひろ 

見
み

 (総務部） 

＜総会の様子です＞ 

7月 30日（土）、総会にかわるものとして第 2回同窓会役員会を行いました。令和 3年度の事業報 

告、決算、並びに、令和 4年度の事業や予算、役員体制について協議しました。 

実現をめざし、役員で計画した同窓会総会が実現できず、残念な思いを共有しました。 

この状況だからこそ、同窓会の灯をつなぎ続けていく大切さも確認し合いました。 

役員退任、就任のあいさつ 

 

 

新会計監査 朝倉 眸さん 

     

今年度から会計監査をやることにな 

りました。不慣れなこともありますが、 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前会計監査 千葉 亜耶さん 

 

 コロナ禍で制限される事が多く、集ま 

る事も難しかったですが、母校で役員を 

体験でき嬉しく思います。ありがとう 

ございました。 
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役員さんにＱ＆Ａ 
 

Ｑ1：最近どうですか？ 

Ｑ2：最近失敗したことや大変だったことは？ 

Ｑ3：コロナ渦が明けたらやりたいことは？ 

Ｑ4：今後の同窓会でやりたいことはありま 

すか？ 

 

会長：熊谷貴弘さん 

Ａ1:農家の方は不作だ。 

夏場は和菓子の方が調子がいい。すあま棒が美味しい 

ので見つけたら食べてみてほしい。 

Ａ２:材料の発注が少し多すぎたかなぁ。 

Ａ３:映画を見に行く。 

Ａ４:みんなで集まって会を開きたい。 

副会長：佐藤一樹さん 

Ａ1：草刈りが大変。農薬散布にドロ－ンを使い始めた。 

Ａ２:肥料を多く撒きすぎてしまった｡苗の植え方を間

違てしまい廃棄することがあった｡ 

Ａ３:友達と遊んだり､シンガポ－ルに旅行に行きたい｡ 

Ａ４:交流会をやりたい｡ 

会計監査：菊池泰輝さん 

Ａ１:会社で休む人が増えてきた。自分から意見を言う 

ことがなかなかできない。 

Ａ２:自分で考えて仕事をしているがうまくいかず指摘さ

れることがある。 

Ａ３:東京に行ってスカイツリ－に行きたい｡ 

Ａ４:スポーツ系で交流がしたい。 

会計監査：朝倉 眸 さん 

Ａ1:新しく人が入ってきて教える立場になり、どう教え

たらいいか迷ってる。 

Ａ２:新人への教え方で困っているときに店長さんに助

けてもらった。 

Ａ３:北海道や静岡に旅行に行きたい。 

Ａ４:スイカ割りがしたい。 

 

 

事務局からのお願い 

会員並びに賛助会員の

皆様、住所変更等ありま

したら事務局までご連絡

お願いいたします。 

お知らせ 

平成 25 年度卒業生の小田島むつみさん（令和 4 年 2 月 11 日）ご逝去 

 

平成 30 年度卒業生の吉 岡  憲 子さん（令和３年 5 月 9 日）ご逝去 

 謹んでお悔やみ申し上げますとともに、 

 ご冥福お祈り申し上げます。 
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編
集
後
記 

  

今
年
度
、
総
会
を
開
催

す
る
方
向
で
進
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
急
に
県
内

で
も
感
染
者
が
多
く
な

り
急
遽
、
中
止
を
決
断
い

た
し
ま
し
た
。
と
て
も
残

念
で
す
。
来
年
こ
そ
開
催

で
き
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
し
て
お
り
ま
す
。 

 

会
報
発
行
に
あ
た
り

原
稿
を
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。 

（
事
務
局 

千
葉
） 

 

 

          

                            進路指導部長 近 藤 伸 行 

 進路指導部では、高等部の進路学習の一つとして、卒業生による進路講話（先輩と語る会）

を毎年行っています。昨年は、同窓会役員の菊池泰輝さん、佐藤一樹さん 

を講師としてお迎えし、高等部の生徒たちに、現在の仕事の様子や、働く 

うえで大切なことなどについて、分かりやすくご説明いただきました。 

生徒たちからも数多くの質問が出され、先輩からのアドバイスに、みんな 

真剣に耳を傾けている姿がとても印象的でした。 

 進路先の開拓で、色々な会社等を訪問する際に、担当者から本校卒業生の働きぶりを褒めら

れることがよくあります。また、最近では、高等部の生徒が現場実習をす

る際に、そこで働いている本校の卒業生が実習生の指導担当となり、仕事

のやり方等を直接教えていただくことも増えてきました。 

          同窓会をはじめ卒業生のみなさんに、本校の生徒たちが支えられている

と感じる毎日です。 
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 ＜同窓会事務局＞ 

  〒０２１－００４１ 岩手県一関市赤荻字上台９６－５ 

岩手県立一関清明支援学校 同窓会事務局 

Tel   ０１９１－３３－１６００  

   Fax  ０１９１－３３－１６０１ 

E-mail ich-r@iwate-ed.jp 

 

二十歳（はたち） おめでとう 

令和２年度（２０２０年）第１３回卒業生の皆さん、ご成人（二十歳）おめで

とうございます。 

これまで育てていただいた、ご両親に感謝されるとともに、今後、社会人としての

責任を果たし、大きく飛躍されることをお祈りしております。 

進路指導の現場から 


